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背景  

冠動脈疾患に対する運動療法を中心とした心臓リハの効果 

 ＊日常生活における症状の改善 

 ＊冠動脈事故発生率の減少   

 ＊生命予後の改善 

 ＊脂質代謝異常の改善 

目的 

• 虚血性心疾患でカテーテル入院をした患者にた
いし、パンフレットを用い、心臓リハビリテー
ションの重要性を啓発し、有用性と課題を明ら
かにする。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに
運動療法を中心として心リハの効果はスライドにしめすように報告されていますが、診断カテやPCI症例には、十分な教育を行えていません。
そこで、カテ・ＰＣＩ症例に心ﾘﾊﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの導入を行い、必要な継続教育支援の確立を目的としました。






研究期間： 2010.7.13～2010.9.30 

 当院成人病棟に虚血性心疾患で３～4日間の 

 カテーテル検査および治療目的で入院した患者120例。 

  男性102例、女性23例、平均年齢     

    

   

  

 

 

 

対象： 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対象は、2009.7.13～9.30の間に当院成人病棟に入院したｶﾃPCI症例125例。
 詳細はスライドをご覧ください。




方法 

• 患者が入院してから退院前日までの間に、
看護師が心臓ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの重要性について
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを用いた啓発を実施し、退院前にｱ
ﾝｹｰﾄを行う。 

 

入院 カテ 退院 

パンフレットを用いた教育を実施         
アンケートを実施 



指導方法 

• 指導は、入院から退院前日までの間に看護
師が行う。原則として、看護師がﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
を用いて指導を行うが、状況によって看護
師による指導が行えない場合は、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
のみを渡すことした。 

ｱﾝｹｰﾄ 

• ｱﾝｹｰﾄは、看護師が指導を行った際および
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを渡した際に配布し、退院時に回
収した。 

 



指導内容（ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ） 

• 心臓リハビリの重要性と効果、具体的方法
についてについて､わかりやすいビジュアル
と説明で作成されたパンフレットを用いて
説明を行う。 

 

 ＊今回は、エビデンスにもとづく情報と心臓ﾘﾊﾋﾞﾘ 

  の具体的方法が、わかりやすく作成されている
『経皮的冠動脈ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝと心臓ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ』 

  編者ｼﾞｬﾊﾟﾝﾊｰﾄｸﾗﾌﾞ編を使用した。 



調査内容 

１．パンフレット指導後の心リハ実施状況 

２．パンフレット指導前の心リハに対する知識 

３．心リハに対する知識と過去の入院回数との関係 

４．パンフレット指導後の心リハに対する重要性の 

  認識 

 

分析方法 
心リハに関する情報の把握「知らない」「知っている」 
心リハの必要性の認識「あり」「なし」、行動ステージ「関心期」「準備期」、 
行動することを困難と「思うか」「思わないか」を従属変数とし、 
要因をを独立変数とし、χ二乗検定で二群間の比較を行った。 
検定ソフトはSPSSVer.11を使用した。  



結果１：パンフレット指導後の心リハ実施状況 

対象125人中、教育後の心リハの行動変容は 

 

 外来通院リハ  12人、10％ 

CPXと運動処方実施 10人、8.3％ 

CPXと運動処方と栄養指導 12人、10％ 

栄養指導実施 29人、24.2％ 

入院中の指導のみ 57人、47.5% 



結果２：指導前の心臓ﾘﾊﾋﾞﾘの知識 
 

 

• 知らなくても良かった  ８％ 

• もっと早く知りたかった ８％ 

• 今回知れて良かった  ８２％ 
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アンケート結果４ 
パンフレット指導後の心リハに対する重要性の認識 
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①心リハ・運動療法への認識 

②説明方法の違いとの関係 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に心リハ・運動療法への認識と説明方法の違いとの関係についてですが

今回のプログラﾑ導入後の心ﾘﾊおよび運動療法の必要性に対する認識は
必要ないが5%
少しは必要が10%
必要が77%
わからないが6%　であり、少しは必要と必要とをあわせると90%近くのかたが「必要」と認識できるとこがわかりました。

次に説明方法としてﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを渡したのみの場合と、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄに加え、看護師が説明を加えた場合とでは
必要ない、必要、わからないの状態は、スライドに示す結果であり、説明方法の違いによる有意差は認めませんでした。

また、心リハ・運動療法への認識と性別”“配偶者・仕事の有無”“家族および知人の心疾患罹患歴の有無”について優位な関係は認められませんでした。
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まとめ 

1.虚血性心疾患でｶﾃ入院した患者に対し、入院中にﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを用
いて心ﾘﾊの重要性について患者教育を行った。 

2.パンフレットを用いた患者教育後の患者の行動変容は、心リハに
通院が12人、CPXと運動処方が10人、CPXと運動処方と栄養指
導が12人、栄養指導が29人であった。 

３．患者の教育前の心ﾘﾊに関する知識は、知らなかったが42%、少
し知っていたが24%、知っていたが31%であった。心リハの知識
と入院回数との関係では、入院回数6回目以上で知っていたに
優位な差を認めたが、それ以外では認めなかった。 

3.心リハ・運動療法の必要性認識は、必要が７７％であった。看護師
の説明方法の違いによる有意差は認めなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめはスライドをご参照ください。



結語 

• 心リハのエビデンスが説明され、ビジュア
ル的にも見やすいパンフレットを用いて
行った患者教育は、短い入院期間において
も心リハの重要性を啓発することに有効で
ある。 

• 今後は、看護師の説明力スキルアップ、短
い診療時間内での効果的情報提供と行動獲
得にむけた継続支援を実施していくことが
看護の課題である。 
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